
 

 

 

 

 

 

                          

 

             校 長 小松原 知子 

卒業生のみなさん、もうすぐ卒業ですね。おめでとうございます。新しい世界に旅立つ季節ですね。新天地で

の活躍をお祈りします。さて、うれしいお知らせが２つあります。第１は、先日、元地域に住んでおられた方か

ら多額の寄付金をいただき、老朽化したグランドや、塀、門扉の改修を行っています。地域の皆さんには、工事

音等でご迷惑をおかけしておりますが、新しいグランドで子どもたちは思いっきり体を動かすことができますこ

とを感謝しています。第２は、来年度も在籍数が尐し増える予定となり、４月になれば学校はまたにぎやかにな

りそうです。これからも兵視覚が元気で楽しい学校であるようみなさまの温かいサポートをお願いいたします。 

 

 

 

 とても寒い２月６日。幼小学部は、六甲山人工スキー場に行ってきました。山頂

に近付くにつれて、道端には雪が積もっていました。到着してスキー場に入ると辺

りは一面真っ白。記念写真をみんなで撮って、その後はソリ滑り。最初は先生と、

次は友だちと。「シューッ」っと、とても速いスピードで雪の斜面を滑りました。楽

しい時間はあっという間に過ぎ、帰りのバスでは疲れて眠ったり、遊び足らなくて

話をしたりしながら学校に戻ってきました。 

 

 

 

新春恒例のカルタ会が行われました。今年は学年対抗戦、各学年の担任の先生を

助っ人に迎え、激しい札の取り合いが始まりました。歌を暗記できている生徒が多

く、上の句の読み始めで「パン！」と札を押さえてちょっと得意顔、というシーン

がたくさんありました。対抗戦の結果は２年生が１位、冬休みに歌を暗記した成果

ですね。締めくくりの坊为めくりは、最後の一枚で大逆転劇が決まり、エキサイテ

ィングなエンディングでした。 

 

 

 

２月６日（木）に「東高丸消防団」との連携火災避難訓練を行いました。昨年実

施した地域住民との連携避難訓練に続き、今年は地域の消防団の皆さんと火災避難

訓練を行いました。これまでも、緊急事態が起こった時には、近隣地域の皆さんの

ご協力をいただけないと安全の確保ができないのではないかと危惧してきました。

そこで、今回は火災が発生したときに最も早く避難支援に来ていただく消防団の

方々に寄宿舎の様子を知っていただき、避難する様子を見ていただきました。そし

て、「寄宿舎の様子を知り、状況がよくわかりました。これからも協力していきましょ

う。」等の心強い感想をいただいたほか、「避難するときは煙も怖いから、姿勢を低くし

て逃げよう。」等の助言もいただきました。ありがとうございました。そして今後ともよろしくお願いします。 

 

 

旅たちの季節 

幼小学部 雪あそび 

中学部 カルタ会 

寄宿舎より 
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希希望望のの花花  

カルタ会の風景 

避難訓練の風景 

スキー場にて記念撮影 



 

 

理研部では、年に１回、神戸市立盲学校とのあんま実技交流会を実施し、あんま

の実技交換を通して、両校の理療科生徒間の交流と技術の向上を図っています。各

年交互に会場を移し、今年度は本校で１月８日（水）の午後２時からそれぞれ７名

の生徒が参加して実施しました。本館２階の第３実習室で、校長先生の挨拶、自己

紹介の後、約４０分ずつ実技を行いました。その後３階に移動して、自活室にて茶

話会を行いました。終始、和気藹々とした雰囲気で親交を深め合うことができまし

た。中でも臨床実習での成功談や失敗談について語り合っている時は、皆真剣に治

療師としてのあり方を語り合っていました。 

 

 

平成２６年の小学部の児童会役員、中学部および高等部の生徒会役員が以下のように決定いたしました。 

よろしくお願いします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２６年１月２８日（火）、神戸市立市民福祉スポーツセンターにて、第５８回近畿盲学校卓球大会が行わ

れ、本校から１２名が出場しました。昨年の１２月から本格的に活動を始めた卓球部ですが、キャプテンの野村

さんを中心に毎日練習に取り組みました。１月には休日の土曜日にも１日練習を行いました。その甲斐あって好

成績を残しましたので、結果をご報告いたします！ 

 

個人戦 

 全盲中学部女子Ⅱ部優勝  村沢綾乃  

 全盲中学部男子Ⅱ部準優勝  魚住泰暉 

 全盲中学部男子Ⅱ部第３位 高祖健慈 

 全盲中学部男子Ⅰ部第３位  松村一輝 

 全盲高等部女子Ⅰ部第３位 横山結以 

 

団体戦 

  メンバー ダブルス 高祖健慈・松村一輝 

      男子シングルス 野村 悟 

      女子シングルス 竹内真子 

 １回戦 本校２－０京都   

準決勝 本校２－１奈良  

 決  勝 本校０－２大阪府 本校は準優勝 

 

 

今年度、支援相談部と自立活動部が統合され、支援部となりました。 

校外の相談は、兵庫県全域の視覚に障害を持つ幼児児童生徒や成人の相談・指導を行っています。今年度は、

豊岡聴覚特別支援学校のご尽力で、但馬に４ヶ月で９回も伺いました。来年度は豊岡聴覚特別支援学校だけでは

なく、但馬３市２町の教育委員会が視覚障害相談会を開催する予定です。また、眼科医や保健所、ハローワーク

との連携も進み、様々な相談が入っています。サテライト方式の「アイ・あいスクール」も、淡路市・西宮市・

宝塚市・丹波市・三木市・姫路市・多可町・佐用町・但馬地区で実施しました。 

 校内の指導の充実や連携も行いました。教職員の研修を充実させ、個別の教育支援計画等を見直しました。効

果的に活用するための検討会、新入生を紹介する全校ケース会、個別のケース会議等を実施し、チームで考え、

対応しています。 

児童会・生徒会新役員紹介 

近畿盲学校卓球大会 

支援部より 

高等部 

会長   横田 翔 

副会長  豊永 彩加 

総務部長 横山 結以 

文化部長 梶木 あや乃 

体育部長 单 健太 

理研部長 竹内 真子 

小学部 

会長  澤田 怜音 

副会長 一井 大起 

中学部 

 会長   村沢 綾乃 

 副会長  西崎 健渡 

 会計   魚住 泰暉 

 文化部長 松村 一輝 

 体育部長 前田 ひかり 

 総務部長 高祖 健慈 

理療科 あんま実技交流会 

交流会の風景 


